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１ 対象施設
この個別施設計画の対象とする小規模構造物は、側溝、歩車道境
界ブロック、小型擁壁を対象とする。
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２ 小規模構造物の現状と課題
（１）管理道路の現状

市道の管理路線数と延長（令和５年３月現在）
道路区分 路線数（本） 管理延長（㎞） 備考

１級市道 ４９ １２６.１

２級市道 ５７ １０２.１

その他市道 １,８８０ ８４５.３

合計 １,９８６ １,０７３.５

（２）小規模構造物の現状
五島市が管理する側溝等の多くは建設から長い月日が経ったもの
が多く、老朽化が進行している。また、五島市は海からの塩害を受
けやすい環境であり、施設の老朽化を早める一因ともなっている。
このように、経年劣化や自然環境的要因による施設の劣化が確認さ
れることから、今後は事故が起こる前に老朽化の程度を把握し対策
を講じる「予防保全型」の維持・補修を実施することが求められて
いる。



状況写真（近景） 構造物名 歩車道
境界ブロック

損傷種別 ひび割れ
排水不良

状況写真（遠景）

状況写真（近景） 構造物名 小型擁壁

損傷種別 ひび割れ
転倒

状況写真（遠景）

状況写真（近景） 構造物名 現場打側溝

損傷種別 ひび割れ
側溝蓋のがたつき

状況写真（遠景）
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３ 道路小規模構造物の維持管理の基本的な考え方
（１）小規模構造物管理の基本方針
小規模構造物の個別施設計画の策定にあたっては、点検結果
を踏まえた適切な措置を行うことで、第三者への被害を発生さ
せず、安全で合理的な管理を行う。

（２）点検方法・点検頻度

４ 計画期間
当該個別施設計画の計画期間は令和４年度から令和８年度ま
での５ヶ年とし必要に応じて見直しを行う。

５ 対策の優先順位（補修計画の方針）
第三者への被害の深刻度、損傷状況、路線の重要性、交通量、
地域の要望等を考慮し修繕や交換の優先順位を決定する。

種 類 点検方法 点検頻度

側溝 目視点検 巡視の機会を通じた構造物の
状況把握

歩車道
境界ブロック 目視点検 巡視の機会を通じた構造物の

状況把握

小型擁壁 目視点検 巡視の機会を通じた構造物の
状況把握

状況写真（近景） 構造物名 現場打側溝

損傷種別 ひび割れ
側溝蓋のがたつき

状況写真（遠景）



－４－

６ 小規模構造物の状態

点検実施 対策必要 対策不用

延 長 ５,９４１ｍ １,１３９ｍ ４,８０２ｍ

路線数 ６本 ６本 ０本

令和５年３月現在

７ 対策内容と実施時期
小規模構造物の修繕が効率的に実施されるように、その損傷に
最も適した対策・方法・時期を決定する。（別図１、２参照）

８ 記録
点検及び撤去・更新、交換廃止を行った際には、その内容と実
施時期等の履歴を確実に記録し、これを保管する。

番号 地域名 路線
等級 路線名 点検

結果
延長
（ｍ）

対策
内容

実施
年度

① 松山町 １級 松山・木場
町線

対策
必要 ２８７ 更新 Ｒ４～

Ｒ４完了

② 富江町 １級 富江～岳線 対策
必要 ３２５ 更新 Ｒ４～

継続

③ 福江町 その他 福江２０９
号線

対策
必要 １１０ 更新 Ｒ７～

④ 福江町 その他 福江３６７
号線

対策
必要 ８６ 更新 Ｒ７～

⑤ 江川町 その他 福江１７４
号線

対策
必要 ２５０ 更新 Ｒ６～

追加

⑥ 江川町 その他 福江１７８
号線

対策
必要 ８１ 更新 Ｒ６～

追加

計 １,１３９
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対策必要箇所

１級市道
２級市道
その他の
市道

別図２
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②富江～岳線
小型擁壁


